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役割について平成2６年度以降に取

り組むこととされた事項の取組状況

第８回介護センター
検討会資料２



○ 雇用管理相談の実施
・新たに、ハローワークの協力の下、離職率の高いと思われる事業所に対して個別計画を立てた

雇用管理相談を実施。
全支部において、求人募集が繰り返されるなど離職率の高い傾向にある小規模事業所や設
置から年数が短い事業所等を中心に、個別に計画してハローワークと同行訪問するなど連
携した相談援助を実施した。（平成２7年度同行訪問：570件）
また、雇用管理改善の好事例を広く普及・啓発するためのパンフレット等を作成し、雇用
管理相談の際、活用した。

○ 介護労働講習の実施
・引き続き介護労働講習（実務者研修を含む）を実施するとともに民間教育訓練機関における

開講状況の把握に努め、実施ノウハウを蓄積する。
介護労働講習（実務者研修を含む）については、通信レポートの添削から就職支援まで
サポートを行うなど訓練内容の充実に努めた結果、受講後の就職率は92.７%に達するな
どノウハウの蓄積を図っている。今後、蓄積したノウハウの普及・啓発の方法について
検討していく。

「平成２６年度以降に取り組むこと」への平成２７年度の取組み

１ 国の代替機能
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「平成２６年度以降に取り組むこと」への平成２７年度の取組み

２ 専門性の向上

○ センターの事業相互の関係性を高める
・新たな介護の人材育成として、雇用管理事業と能力開発事業のこれまで以上

の連携を検討する。
・センターが行う各種事業（サービス）を関連させ、一元的に提供できるよう

検討する。
・事業相互が関係性を持つ事業計画を策定する。

両事業の連携については、受講者のニーズに応じて、一つのセミナーにお
いて雇用管理改善と人材育成の重要性について研修を行うなど、雇用管
理・能力開発の区別なく対応している。

○ 情報提供における専門性の向上
・蓄積された相談援助事例、入手情報の分類・整理によりFAQの作成・配布

を検討する。また、介護関連の新規情報も提供し、より効果的な相談援助を
実施する。

雇用管理相談援助で蓄積した質問を整理し、雇用管理改善の「FAQ」を
作成して本部ホームページに掲載しているほか、介護関連の新規情報とし
て、地域包括ケアシステム、中間管理者層のキャリア形成などの情報を月
刊誌「ケアワーク」において提供した。また、「自己チェックリスト」等
の各種ツールを活用して効果的な相談援助を実施した。

○ ワンストップ機能を持つ
・既に介護労働懇談会（プラットフォーム）の参加団体の一部とはHPをリン

クしているが、さらに、当該団体を含めた保有情報からワンストップにて提
供可能なサービスについて検討を行い、本部・支部の体制の可能な範囲で実
施。

平成27年度以降はさらに支部レベルでのリンクを進め、本部ホームペー
ジに都道府県毎の懇談会のサイトを作成して各支部の懇談会ページ（12
支部で実施済み）を提供するなどワンストップ化を進めている。
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○ 以下の事項について、懇談会の主なテーマとする。
・人材確保のための介護労働のイメージアップ（啓蒙活動）
・自治体と地域の事業主団体とのパイプ役を担う体制の確保

介護労働のイメージアップのため、各種の取組み（イベント）を利用して介護分
野の魅力や実態を説明している。（取組み実例：就職面接会、地域住民向け相談、
事業所見学会等。）

・雇用管理改善に役立つ助成金の活用促進
事業主が活用できる助成金について紹介するほか、評価・処遇制度の整備に係る
提案等を行った。

・人材発掘・定着・育成のための取組み（高校とのパイプ役、事業所見学会・インタ
ーンシップ等）

介護福祉士の養成施設において、中学生を対象とした体験学習やこれから進路選
択を行う高校生を対象として施設見学会を実施した。

・ホームページを活用した介護事業所に向けたワンストップサービスの提供
上記１の平成27年度から懇談会サイトを作成したことに加え、懇談会参加団体
の情報をまとめたリーフレットを作成した。

○平成25年度の開催結果を踏まえ各支部において2回以上開催する。
各支部において介護労働懇談会を年間累計で112回開催した。

「平成２６年度以降に取り組むこと」への平成２７年度の取組み
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介護労働懇談会 就職面接会

介護労働シンポジウムと共同開催（東京）

介護の学校in埼玉 相談風景

３ 地域における関係機関との連携

地域住民向け相談

面接風景 （岐阜） 相談風景 （埼玉）



「平成２６年度以降に取り組むこと」への平成２７年度の取組み
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４ 人材の発掘・定着

○ 高校とのパイプ役
・ハローワークと連携・協力の上、介護事業主による高校生に対する職業講話・事業所見学会を実施する。
・地域のニーズに応じ、年間を通じて支部の体制の可能な範囲で実施。

（上記３と同）
○ 事業所見学会・インターンシップ

・介護労働懇談会（プラットフォーム）において見学先事業所・インターンシップ先事業所の確保、実施に関する検討
を行う。

・地域のニーズに応じて、年間を通じて支部の体制の可能な範囲で実施。
ハローワークや介護施設等と連携の上、介護の日のイベント等として、就職面接会、養成施設の紹介、介護展示
コーナー、介護体験コーナー、介護施設見学会などを実施した。

就職面接会（鹿児島）
介護施設見学会（富山）

介護展示コーナー（新潟）


